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▲優勝した牛深方面隊の皆さん（左から岸谷京さん、宇左美健志さん、
　　　　　　　　　　　　佐竹寛寿さん、山見勇成さん、長島隆則さん）

▲放水を行う選手たち（左写真が牛深、右が有明）

　８月26日、「第29回熊本県消防操法大会」
が本渡町広瀬の大矢崎緑地公園で開催され、
本市から小型ポンプの部に出場した牛深方面
隊がみごと優勝、有明方面隊も11位と健闘
しました。
　大会には、県内の消防団から小型ポンプの
部に28チーム、ポンプ車の部に12チームが
参加。操作開始から火点が倒れるまでの速さ
や操作の正確さを競いました。
　なお、牛深方面隊は、10月７日に東京都
で行われる全国大会に、県代表として出場し
ます。指揮者の岸谷京さんは、「皆さんのご
指導、ご協力のおかげで優勝することができ
ました。全国大会で優勝をできるように、さ
らに精進を重ねていきたいと思います」と話
していました。

熊本県消防操法大会

牛深方面隊が優勝で全国大会へ
　　　　　　　有明方面隊も健闘

▲力士と取組を行う児童

　８月25日、「天草市少年相撲教室」が佐伊津町公民館と
佐伊津小学校相撲場で開かれ、同校相撲部の児童など60
人が参加しました。これは、同教室実行委員会が開催した
もの。教室では、熊本県相撲連盟による相撲に関する講義
が行われた後、㈶日本相撲協会の秀ノ山親方（元琴錦・佐
渡ヶ嶽部屋）と同部屋の力士３人を講師に迎えて、実技指
導を実施。児童たちは、四股や立合いなどの基本動作を学
びました。また、力士を相手にした取組形式のけいこでは、
笑顔を見せながら果敢に勝負を挑んでいました。

天草市少年相撲教室

力士とすもうをとったよ！
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①豊かな産業づくり　●オリーブ栽培について●６次産業化につ
いて●雇用の場の確保について●耕作放棄地対策について
②魅力ある観光地づくり　●御所浦ジオパークについて●観光施
設の整備について（道の駅、観光トイレ、温泉施設など）
③快適な生活環境づくり　●災害発生時の防災体制について●世
界遺産登録について●棚底城跡、防風石垣群の活用●学校跡地
の利活用について
④地域を担う人づくり　●公民館の再編について●地区振興会へ
の支援●学校統廃合について
⑤機能的な社会基盤づくり　●第二瀬戸大橋建設について●御所
浦海上交通について●道路改良について
⑥環境と共生のまちづくり　●太陽光発電について●景観整備に
ついて
⑦その他●合併してからの成果、課題について
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□市政懇談会開催状況（日程順）まちづくりに関する参加者からのご意見など（抜粋）
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